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令和４・５年度地域公共交通確保維持改善事業の二次評価について（通知）

　日頃より国土交通行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、先般報告された標記事業にかかる一次評価について、これを基に二次評価を行ったため、別紙

のとおり通知します。

なお、二次評価結果は協議会等において共有するとともに、次年度以降の計画等に反映いただくよう

お願いします。

 【問合せ先】
　　　中部運輸局交通政策部　交通企画課
    　　　　　      TEL：052-952-8006



評価対象事業 地域内フィーダー系統

（別紙）中部運輸局二次評価結果 令和６年３月２１日付け中運交企第１９１号通知

自治体・協議会名 弥富市地域公共交通活性化協議会

二次評価結果

　評価できる取組

・市内在住の高校生を対象としたコミュニティバス運賃助成定期券交付事業について、この取組をきっかけにし
て、保護者の送迎からバスによる通学への移行が進み、公共交通の利用促進や保護者の負担軽減につながっ
たことを評価します。
・無料お試し乗車券の配布による新規利用者の掘り起こしや７５歳以上の高齢者に対する無料パスカードの配布
など、継続的にバスの利用促進に資する取組を行っていることを確認しました。

　期待する取組

・公共交通網の再編に向けては、各施策との役割分担、広域移動を対象とした公共交通との接続など、連携を意
識されながら検討を進められることを期待します。
・第三期社会実験の「チョイソコやとみ」の利用状況について、想定より利用が伸びなかったとの受け止めであれ
ば、その理由等について深掘りや考察を進め、今後の知見として活用されることを期待します。
・お試し無料乗車券の配布により新規利用者の獲得につながったが、その後もバスを利用するといった行動変容
につながっているかの検証に取り組まれることを期待します。


